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こ
の
書
は
､

一
九
四

一
年

(民
図
三
十
年
)
､

洛
陽
の
大
華
吉
報
快
癒
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
､
郭

玉
堂
の

『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
の
復
刻
本
で

あ
る
｡
そ
し
て
､
編
著
者
の
気
賀
揮
保
規
氏
が
整

理
し
た

｢
『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
所
載
墓
誌

碑
刻
目
録

附
関
連
石
刻
苦
掲
載
所
在
目
録
｣
と
､

同
氏
が
著
し
た

｢郭
玉
堂
と

『洛
陽
出
土
石
刻
時

地
記
』
-

民
囲
期
に
お
け
る
北
朝
階
唐
墓
誌
蒐

集
の
周
蓮
｣
(平
成
四

･
五
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
総
合
研
究
刷
研
究
成
果
報
告
書

(研
究
代
表

者

安
田
二
郎
)
『中
国
に
お
け
る
歴
史
認
識
と

歴
史
意
識
の
展
開
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
』

一

九
九
四
年
､
所
載
の
同
名
の
論
考
に
加
筆
補
訂
)

を
附
す
｡

素
養
版
で
復
刻
さ
れ
た

『洛
陽
出
土
石
刻
時
地

記
』
(以
下
､
『時
地
記
』
と
略
稀
)
は
､
本
文
､

お
よ
び
そ
の
前
後
の
司
蘭
沼

(三
十
年
来
の
同
好

の

｢線
角
友
｣)
､
王
贋
慶

(
『時
地
記
』
刊
行
昔

時
､
河
南
大
学
校
長
の
任
に
あ
-
､
『時
地
記
』

の

｢校
録
｣
を
捨
常
)
､
郭
玉
堂
自
身
の
三
つ
の

序
と
王
贋
慶
の
附
記
の
み
な
ら
ず
､
表
紙
､
中
表

舵

(中
扉
)
'
奥
附
､
と
別
紙
の

｢洛
陽
石
刻
出

土
地
囲
｣
(李
銘
西
給
固
)
を
も
含
む
｡
が
､
た

ん
な
る
忠
賓
な
復
刻
で
は
な
-
､
利
用
の
便
の
た

め
に
､
本
文
中
の
四
八
〇
鮎
に
の
ぼ
る
､
墓
誌
を

中
心
と
す
る
各
石
刻
の
欄
外
上
段
に
は
通
し
番
鋸

が
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
附
さ
れ
､
原
文
に
は
句
讃
鮎

と
固
有
名
詞
を
示
す
傍
線
が
施
さ
れ
､
欄
外
下
段

に
は
誤
字
の
訂
正
な
ど
が
加
え
ら
れ
て
い
る
｡

著
者
の
郭
玉
堂
に
関
し
て
は
'
そ
の
孫
へ
の
直

接
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
も
含
む
､
気
賀
揮

氏
の

｢郭
玉
堂
と

『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
｣

に
詳
し
い
｡
郭
玉
堂

(
一
八
八
八
-

一
九
五
七
)

は
､
洛
陽
在
住
の
碑
帖
古
物
商
で
あ
る
｡
盗
掘
の

舞
童
の
異

っ
只
中
と
な
る
部
山
で
生
ま
れ
育
ち
､

盗
掘
が
猫
源
を
極
め
て
い
た

一
九

一

〇
-三
〇
年

代
､
城
内
の
東
大
街
で
古
物
商
を
営
ん
で
い
た
｡

日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
､
店
を
畳
ん
で
郡
山
の
生

衣

(現
在
の
孟
津
願
平
楽
郷
劉
家
坂
村
)
に
戻
-
､

亡
-
な
る
ま
で
､
事
賓
上
隠
棲
し
て
い
た
｡
『時

地
記
』
に
､
子
供
の
頃
､
生
家
に
近
い

｢塚
｣

(墳
墓
)
で
よ
-
遊
ん
で
い
た
こ
と
を
回
想
す
る

場
面
が
あ
る

(通
し
番
楽
1-
'
北
魂
､
干
纂
墓
誌

｢活
宣
統
二
年
冬
､
洛
陽
東
北
劉
家
坂
村
西
溝
内

部
姓
地
出
土
｡
距
村
半
里
｡
-
-
｡
俗
名
豹
塚
｡

玉
堂
居
此
村
､
幼
年
時
常
登
臨
塚
上
也
｣
な
ど
)

｡

郡
山
が
い
わ
ば
自
分
の
庭
で
あ
り
'
か
つ
､
自
身

も
石
刻
に
興
味
を
懐
い
て
お
-
､
商
頁
の
か
た
わ

ら
､
石
刻
の
拓
本
を
採
-
､
そ
の
所
蔵
は
十
二
商

八
千
枚
に
及
ん
だ

(遁
寓
里
の

『漠
魂
南
北
朝
墓

誌
集
揮
』
で
用
い
ら
れ
た
拓
本
の
大
部
分
は
郭
玉

堂
蓄
蔵
)
と
い
う
郭
玉
堂
は
､
あ
-
て
い
に
言
う

な
ら
ば
､
部
山

一
帯
で
馨
掘

(多
-
の
場
合
は
盗

掘
)
を
お
こ
な
う
地
元
の
農
民
と
'
北
平

(北

京
)
や
上
海
な
ど
か
ら
買
い
附
け
に
や
っ
て
来
る

古
物
商
や
､
金
石
に
興
味
を
懐
-
学
者
や
名
士
と

の
､
出
土
文
物
を
介
し
た
仲
介
役
を
果
た
し
て
い

た
の
で
あ
る
｡

親
交
を
結
ん
で
い
た
学
者

･
名
士
と
し
て
､
上

海
博
物
館
館
長
の
徐
森
玉
､
故
宮
博
物
院
古
物
館

副
院
長
の
馬
衛
､
コ
レ
ク
タ
ー
の
干
右
任
と
張
紡

(二
人
は
か
つ
て
の
険
西
靖
国
軍
の
総
司
令
と
副

総
司
令
の
間
柄
で
あ

っ
た
)
ら
の
名
が
挙
が
る

(｢郭
玉
堂
先
生
顕
彰
碑
｣)
｡

中
で
も
､
特
筆
す

べ
き
は
､
郭
玉
堂
が
干
右
任
の
鴛
蕎
七
誌
密
と
張
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鉱
の
千
唐
誌
密
の
南
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蒐
集
に
協

力
し
て
い
た
事
薯
で
あ
る
｡
西
晋
の
墓
誌
中
､
好

一
封
と
も
言
う
べ
き
'
菅
洛
と
成
晃
の
南

｢墓
誌

碑
｣
(
17
と
18
)
の
う
ち
､
前
者
は
鴛
鷺
七
誌
密

に

(郭
玉
堂
が
六
百
元
で

｢郷
人
｣
か
ら
買
い
取

-
､
千
二
百
元
で
干
右
任
に
責

っ
た
｡
現
在
は
､

西
安
碑
林
博
物
館
が
所
蔵
)
､
後
者
は
千
唐
誌
密

に
入
っ
て
い
る
｡

『時
地
記
』
の
内
容
は
､
郭
玉
堂
が
賓
際
に
見

聞
す
る
こ
と
が
で
き
た
期
間
､
そ
れ
は
､
銭
道
の

敷
設
工
事
で
の
唐
三
彩
の
出
土
を
き
っ
か
け
に
､

民
団
十
年
前
後
の
洛
陽
鐘
の
馨
明
に
よ
り
拍
車
が

掛
か
っ
た

(馬
子
雲

『碑
帖
鑑
定
浅
説
』
)
､
大
々

的
な
馨
掘
､
そ
れ
も
科
学
的
馨
掘
で
は
な
-
､
副

葬
品
の
陶
器
な
ど
の
金
目
の
も
の
を
捜
す
盗
掘
､

も
し
-
は
そ
れ
に
近
い
馨
掘
に
地
元
の
農
民
も
狂

奔
し
､
そ
の
結
果
､
空
前
の
大
量
の
墓
誌
が
出
土

し
た
時
期
に
重
な
る
､
す
な
わ
ち
､
民
団
十
四

･

十
五
年

(
一
九
二
五

･
二
六
)
を
ピ
ー
ク
に
､
郭

玉
堂
が
南
京
を
始
め
た
頃
で
あ
る
清
の
宣
統
元
年

(
一
九

〇
九
)
か
ら
民
図
二
十
七
年

(
一
九
≡

八
)
に
至
る

(｢
『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
所
載

墓
誌
碑
刻
目
録
｣
参
照
｡
最
も
新
し
い
の
が
民
国

二
十
七
年
陰
暦
二
月
二
十
九
日
出
土
の
2-7
､
束
魂

の
趨
珍
の
造
像
記
｡
な
お
､
後
漠
の
薫
平
石
経
残

石

(
6
)
の
本
文
中
に

｢二
十
九
年
冬
｣
の
記
載

が
あ
る
｡
晴
代
の
光
緒
年
間
以
前
に
出
土
し
た
文

物
も
'
い
-
つ
か
が
著
録
さ
れ
て
い
る
)
期
間
に

お
け
る
､
古
都
洛
陽

l
囲

(現
在
の
行
政
逼
塞
で

い
え
ば
､
洛
陽
市
の
市
直
と
そ
の
東

･
北

･
西
に

隣
接
す
る
侶
師
願

･
孟
津
願

･
新
安
願
)
で
出
土

し
た
石
刻
､
と
-
わ
け
､
洛
陽
北
郊
に
位
置
し
東

西
に
延
び
る
､
｢北
部
山
上
列
墳
塾
､
商
古
千
秋

野
洛
城
｣
(唐
､
沈
栓
期

｢郡
山
｣
)
と
詠
わ
れ
た
､

後
漠
以
来
､
歴
代
に
わ
た
っ
て

｢墳
墓
の
地
｣
と

し
て
名
高
い
､
郡
山

一
帯
に
お
い
て
馨
掘
さ
れ
た

墓
誌
､
の
出
土
の
経
緯
で
あ
る
｡
五
百
鮎
近
い
石

刻
が
､
漠

(後
漠
)
･
曹
魂

･
西
晋

･
北
魂

･
東

魂

･
北
斉

･
北
周

･
隔

･
附
録

(石
刻
以
外
の
文

物
な
ど
)
と
､
基
本
的
に
は
王
朝
で
分
け
ら
れ
､

さ
ら
に
､
年
代
順
､
墓
誌
の
場
合
は
葬

(改
葬
)

年
月
日
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
お
-
､
四
八
〇
鮎
中
'

王
朝
で
は
北
魂
が
二
五
二
鮎
で
過
半
数
を
占
め

(次
い
で
､
階
の
一
七
四
鮎
)､
石
刻
分
類
で
は

墓
誌
が
四
三
〇
鮎
で
九
割
を
占
め
て
お
-
､
つ
ま

-
､
北
魂
の
墓
誌
二
三
八
鮎
が
主
役
を
な
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
｡
な
お
､
唐
以
降
の
文
物
に
関
し

て
は
､
司
蘭
沼
の
序
に
､
上
梓
さ
れ
た

｢漢
音
魂

隔
之
部
｣
と
封
を
な
す

｢唐
宋
元
明
之
部
｣
の
手

稿
も
存
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
､
現
在
に
至
る

ま
で
刊
行
は
賓
現
し
て
い
な
い

(気
賀
揮
氏
の

｢郭
玉
堂
と

『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
｣
に
よ

る
と
､
郭
玉
堂
の
孫
が
出
版
に
向
け
て
準
備
中
の

由
)
｡

『時
地
記
』
の
個
々
の
文
物
に
関
す
る
書
式
は
､

通
し
番
鋸

1-1
の
北
魂
の
元
纂
墓
誌
を
例
に
と
る
と
､

魂
持
節
都
督
恒
州
都
諸
軍
事
安
北
洛
軍
恒
州

刺
史
安
平
願
元
纂
墓
誌

孝
昌
元
年
十
月

二
十
日

民
国
八
年
夏
洛
陽
安
駕
溝
村
劉
姓
地
内
出

土
無
塚

と

(欄
外
で

｢恒
州
都
1
恒
州
｣
｢十
月
1
十

一

月
｣
と
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
)
､
表
題
と

｢訪
記
｣
(改
行
､

一
字
下
げ
)
か
ら
な
る
｡
表

題
は
､
王
朝
'
官
爵
､
姓
名
､
石
刻

の
種
類

(｢墓
誌
｣
な
ど
)
､
葬
年
月
日
､
吾
人

(葬
午
月

日
以
下
は
ポ
イ
ン
ト
が
若
干
小
さ
い
)
､
｢訪
記
｣

は
､
出
土
年
月
日
､
出
土
地
吐
､
壕
の
有
無
､
馨

掘
状
況
､
副
葬
品
､
と
-
わ
け

｢陶
器
｣
の
精
粗

と
棄
却
慣
格
な
ど
｡
閑
々
､
王
虞
慶
の

｢校
録
｣

(考
謹
)
が
附
-
｡
そ
し
て
､
あ
-
ま
で
も
郭
玉

堂
自
ら
の
見
聞
に
基
づ
-
､
｢訪
記
｣
中
の
石
刻

出
土
の
情
報
､
と
-
わ
け

｢時
地
｣
(時
期
と
地

-166-
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祉
)
の
記
録
に
､
こ
の
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
､
重
鮎
が
置

か
れ
て
い
る
｡
｢時
｣
は
民
囲
紀
元
と
陰
暦
の
月

日
で
記
さ
れ
て
い
る
｡
陰
暦
を
用
い
る
の
は
､
お

そ
ら
く
は
農
民
か
ら
聞
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う

(な

お
'
｢陰
歴
｣
と
､
何
故
か

｢歴
｣
字
を
用
い
る
)
｡

た
と
え
ば
､
北
魂
の
元
高
の
墓
誌

(60
)
で
は

｢民
図
二
十

一
年
陰
歴
六
月
初
七
日
上
午
八
時
､

由
洛
陽
城
西
､
柿
固
相
西
半
里
出
土
｡
初
馨
掘
者

為
王
六
成
等
十
三
人
､
先
由
五
度
整
坑
､
未
幾
､

石
即
尋
出
｡
是
日
十
二
時
､
玉
堂
赴
該
村
､
二
時

到
｡
陶
器
共
十
鎗
件
筒
未
出
完
｡
墓
探
約
三
丈
許
｡

贋
慶
按
､
誌
云
-
-
｣
と
､
出
土
し
た
時
間

｢上

午
八
時
｣
や
郭
玉
堂
の
出
番

･
到
着
時
問
ま
で
も

が
記
さ
れ
て
い
る
｡
｢地
｣
､
出
土
地
も
､
村
か
ら

の
方
角
の
み
な
ら
ず
､
距
離
や
所
有
者
ま
で
記
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
｡
た
と
え
ば
､
曹
魂
の
飽

指
の
紳
座

(
11
)
､
｢民
図
十
二
年
陰
歴
四
月
､
洛

陽
城
東
北
二
十
里
楊
攻
村
北
二
百
七
十
歩
庭
出
土
｡

地
主
為
馬
太
平
｡
座
高

l
尺
､
贋
二
寸
三
分
､
厚

一
寸
｡
十
四
年
春
､
玉
堂
輿
馬
叔
平
遊
洛
陽
城
外
､

至
東
関
爽
馬
薯
北
､
遇
郷
人
嘗
揖

(描
)
･
寄
南

面
座
者
｡
叔
平
以
五
十
元
得
之
､
至
北
平
｡
徐
森

玉
慕
之
､
以
括
閣
法
各
存
其

一
｡
虞
慶
按
､
鹿
川

書
抜
云

｢両
座
整
石
為
位
､
以
馬
祭
也
｣｣
(叔
平

は
馬
衛
の
字
｡
民
団
十

一
年
､
私
立
南
開
中
学
の

国
文
の
教
師
で
あ
っ
た
老
合
の
月
給
も
五
十
元
)
｡

以
上
の
よ
う
に
､
詳
細
な
時
間
や
地
虻
ま
で
わ
か

る
も
の
も
あ
る
か
と
思
え
ば
､
そ
の
一
方
で
は
､

｢出
土
時
地
待
訪
｣
と
､
｢時
地
｣
と
も
に
情
報

が
な
い
も
の
ま
で
'
そ
の
精
粗
に
開
き
が
あ
る
｡

以
下
､
『時
地
記
』
の

｢訪
記
｣
に
基
づ
き
､

昔
時
の
状
況
を
再
現
し
て
み
た
い
｡
先
程
取
-
上

げ
た
､
通
し
番
戟
1-1
の
北
魂
の
元
纂
墓
誌
､
お
よ

び
同
じ
葬
年
月
日

(孝
昌
元
年
五
二
五
､
十
月
二

十
日
)
の

1-2
･1-3
･
1-4
･1-5
の
元
峠

･
元
配
∵

元

誘

･
帝
伯
徽

(元
譲
の
夫
人
)
の
五
墓
誌
の
う
ち
､

ママ

1-1
･
1-2
･
1-3
の
三
誌
は
､
｢出
土
時
地
輿
輿
元

纂

･
元
時
同
｡
玉
堂
按
､
以
上
三
誌
､
聞
劉
宗
漠

一
月
之
問
於
自
己
地
中
､
先
後
掘
得
喜
甚
｡
謂
誌

石
嘗
債
､
輿
地
債
埼
也
｣
(
1-
'
元
配
州墓
誌
)
と

あ
る
よ
う
に
､
民
図
八
年

(
一
九

一
九
)
の
夏
､

一
か
月
の
閲
に
相
次
い
で
郡
山
の
､
郭
玉
堂
が
生

ま
れ
た
劉
家
坂
村
の
西
に
位
置
す
る
安
駕
溝
村
の

劉
宗
漠
が
､
自
分
の
所
有
地
内
で
登
掘
し
た
｡
郭

玉
堂
が
聞
い
た
話
で
は
､
劉
宗
漠
は
た
い
そ
う
喜

び
､
墓
誌
の
頁
却
債
格
は
そ
の
土
地
の
債
格
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
の
由
｡
そ
の
後
も
､
劉
宗
漠

は
安
駕
溝
村
を
中
心
に
馨
掘
を
精
力
的
に
進
め
て

お
-
､
民
図
十
年
に
は
元
版
の
墓
誌

(
219
)
､
民

図
十
二
年
に
は
元
誘
と
そ
の
妻
醇
伯
徴
の
南
墓
誌

(1-4
･1-5
)､
お
よ
び
鳩
氏
の
墓
誌

(
47
｡
鳩
氏

は
元
譲
の
命
婦
)
､
民
図
十
五
年
に
は
元
弼
の
墓

誌

(
2-1
)､
民
団
十
六
年
に
は
元
襲
の
墓
誌

(
2-4
)､

お
よ
び
元
譜
と
そ
の
妻
司
馬
氏
の
南
墓
誌

(2-7
･

1-6
)
を
登
掘
し
て
い
る
｡
も
っ
と
も
､
劉
宗
漠
に

と

っ
て
は
､
墓
誌
よ
-
も
副
葬
品
の

｢瓦
器
｣

(陶
器
)
の
馨
掘
が
主
目
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

が

(元
譲
と
醇
伯
徴
の
夫
婦
合
葬
墓
か
ら
出
土
し

た

｢極
精
｣
の

｢瓦
器
｣
は

一
千
元
で
責
れ
て
い

る
)
｡
村
民
の
多
-
も
登
掘
に
加
わ
っ
て
い
た
｡
そ
の

こ
と
は
､
千
唐
誌
斎
所
蔵
の
成
晃
の
墓
誌

(
18
)

の

｢訪
記
｣
か
ら
も
わ
か
る
｡
民
団
十
四
年

(
一

九
二
五
)
陰
暦
十
二
月
の
こ
と
､
劉
家
坂
村
の
南

約

一
里
の
地
で
､
東
呂
家
廟
村
と
左
寒
村
の

｢村

人
｣
数
十
人
が
そ
の
墳
墓
を
馨
掘
し
た
が
､
東
呂

家
廟
村
の
あ
る
人
が
こ
つ
そ
-
と
墓
誌
を
埋
め
て

お
き
､
他
の
人
た
ち
が
立
ち
去
っ
た
あ
と
で
､
ひ

そ
か
に
持
ち
蹄
-
､
翌
日
､
他
の
人
た
ち
が
憤
慨

し
た
が
､
後
の
祭
-
で
あ

っ
た
､
と
｡
｢後
蹄
新

安
張
伯
英
千
唐
誌
斎
｣
と
緯
-
が
'
そ
の
墓
誌
を

買

っ
た
の
は
､
郭
玉
堂
本
人
で
あ
ろ
う
｡
｢民
団

十
五
年
陰
歴
二
月
十
六
日
夜
､
洛
陽
小
梁
村
北
出

土
｣
(1-7
､
北
魂
､
公
孫
猶
墓
誌
)
と

｢夜
｣
に
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出
土
し
た
と
い
う
の
は
､
盗
掘
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
｡
｢石
蹄
地
主
'
陶
器
掃
馨
掘
人
｣

(72
､

北
魂
､
元
悦
墓
誌
)
は
､
墳
墓
の
墓
室
か
ら
出
土

し
た
文
物
の
､
地
主
と
馨
掘
人
と
の
問
で
の
分
配

の
取
-
決
め
を
示
し
て
お
-
､
興
味
深
い
｡
馨
掘

ブ
ー
ム
の
末
期
､
造
像
銘
を
馨
掘
し
､
四
百
元
で

責
-
排
っ
た

｢数
人
｣
が
願
政
府
に
よ
っ
て
逮
捕

さ
れ
る
､
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

(
2-7
､
来
観
､

遁
珍
造
象
)
｡
ち
な
み
に
､
民
図
二
十
五
年
､
盗

掘
に
よ
-
出
土
し
､
現
在
､
古
墓
博
物
館
に
復
元

さ
れ
た
墓
室
に
安
置
さ
れ
て
い
る
西
音
の
装
砥
の

墓
誌
に
関
し
て
､
『時
地
記
』
に
記
載
が
な
い
｡

郭
玉
堂
に
情
報
が
ま
っ
た
-
入
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
｡

墳
墓
の
墓
室
か
ら
出
土
し
た
墓
誌
や
明
器
は
､

地
元
の
洛
陽
在
住
の
､
あ
る
い
は
北
平
や
上
海
か

ら
や
っ
て
来
た
古
物
商
が
買
い
附
け
る
｡
高
債
な

の
で
古
物
商
が
共
同
で
買
い
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
｡

西
晋
の
左
葉
の
墓
誌

(
24
)
は
､
洛
陽
の
古
物
商

か
ら
､
郭
玉
堂
ら
が
閲
に
入
っ
て
､
張
鉱
が
四
百

元
で
買
い
､
そ
の
後
､
干
右
任
の
手
に
渡

っ
て
い

る
｡
郭
玉
堂
自
身
も
､
出
土
文
物
の
買
い
附
に
郡

山
に
赴
い
て
い
る
が
､
親
交
の
あ
っ
た
馬
衡
ら
が

同
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
｡
そ
の
折
､
郭
玉
堂
自

身
､
馨
掘
さ
れ
た
墓
主
の
頭
蓋
骨
を
目
に
し
た
こ

と
も
あ

っ
た

(
2-0
､
北
魂
､
元
天
穆
墓
誌
)
｡
出

土
文
物
の
大
部
分
は
､
北
平
や
上
海
の
古
物
商
の

手
を
経
て
､
海
外
に
流
出
し
た
｡
墓
誌
と
と
も
に

出
土
し
た
石
製
の

｢陰
宅
｣
が
､
普
初
､
六
百
元

の
値
が
附
け
ら
れ
､
お
そ
ら
-
は
北
平
か
上
海
か

ら
来
た
で
あ
ろ
う
古
物
商

(｢某
客
｣)
が
七
千
元

で
買
い
取
-
､
二
商
元
で
園
外
に
特
責
さ
れ
て
い

る

(
1-6
､
北
魂
､
寧
林
心墓
誌
)
｡

こ
の

『時
地
記
』
が
何
故
に
復
刻
さ
れ
た
か
と

い
う
と
､
洛
陽
の
印
山

一
帯
か
ら
出
土
す
る
墓
誌

に
関
す
る
情
報
と
し
て
は
､
清
末
民
団
初
め
の
端

方

『旬
斎
戒
右
記
』
(宣
統
元
年

一
九
〇
九
)
や

羅
振
玉

『菅
洛
家
墓
遺
文
』
(民
国
三
年

一
九

一

四
)
な
ど
と
､
中
華
人
民
共
和
囲
成
立
後
の
考
古

関
係
の
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
馨
掘
報
告

書
群
の
問
に
位
置
し
､
か
つ
､
そ
の
一
端
を
す
で

に
紹
介
し
た
よ
う
に
､
樺
文
中
心
の
他
の
金
石
関

係
の
著
作
と
は
異
質
の
､
出
土
の

｢時
地
｣
中
心

の
､
し
か
も
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
興
味
深
い
内
容
で
あ

-
､
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
つ
と
に
知
ら
れ
る
稀
親

書
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
｡
気
賀
揮
氏
は

｢郭
玉

堂
と

『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
｣
の
中
で
､
｢ち

な
み
に
筆
者
の
あ
た
っ
た
と
こ
ろ
で
は
､
た
と
え

ば
上
海
固
書
館
に
は
カ
ー
ド
は
あ
っ
て
も
所
在
が

不
明
で
あ
-
､
中
央
の
北
京

(国
家
)
囲
書
館
や

北
京
大
学
囲
書
館
に
は
所
蔵
さ
れ
ず
､
険
西
省
囲

書
館
で
は
閲
覧
不
許
可
で
あ
っ
た
｡
日
本
で
も
調

べ
え
た
主
要
機
関
の
ど
こ
に
も
所
蔵
さ
れ
ず
､
ア

メ
リ
カ
の
H
arv
a
rd
Y
e

n
c
hing
L
ibrary
に
も

な
か
っ
た
｡
い
わ
ば
幻
の
一
書
と
い
っ
て
よ
い
｡｣

と
論
じ
て
い
る
｡
私
自
身
､
か
つ
て
拙
稿

｢西
晋

の
墓
誌
の
本
質
｣
(
『中
囲
中
世
の
文
物
』
京
都
大

学
人
文
科
学
研
究
所
､

一
九
九
三
年
)
に
取
-
級

ん
で
い
た
際
､
気
賀
揮
氏
か
ら
御
好
意
で
そ
の
コ

ピ
ー
を
頂
き
､
そ
れ
を
利
用
し
て
､
西
晋
の
墓
誌

の
出
土
地
の
地
園
を
作
成
し
た
-
す
る
こ
と
が
で

き
､
多
大
な
恩
恵
を
享
受
し
た
の
で
あ
る
が
､
そ

の
私
に
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
の
研
究
者
か
ら
も

コ
ピ
ー
の
コ
ピ
ー
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
､

そ
の
希
親
さ
が
推
し
量
れ
よ
う
｡

で
は
､
何
故
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
小
部
数
で
あ

っ
た
か
と
い
う
と
､
最
大
の
理
由
は
､
洛
陽
と
い

う

一
地
方
都
市
に
お
い
て
､

一
九
四

一
年
と
い
う
､

日
中
戦
争
の
最
中
､
洛
陽
に
日
本
軍
が
間
近
に
迫

-
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
｡

緊
迫
し
た
状
況
は
､
『時
地
記
』
の

｢訪
記
｣
か

ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
｡
｢〔王
〕
虞
慶
按
､

-
-
｡
民
国
十
八
年
､
因
案
石
入
官
､
今
存
河
南

博
物
館
｡
開
封
冷
陥
後
､
不
知
筒
存
否
也
｣
(
1-6
､

北
魂
､
劉
根
造
像
)
｢玉
堂
接
､
民
団
二
十
八
年

- 168-
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陰
歴
六
月
十
九
日
､
余
赴
洛
陽
城
北
､
避
敵
機
室

襲
､
-
-
｣
(
3-9
､
惰
､
元
貴
墓
誌
)
な
ど
の
措

寓
が
あ
る
｡
そ
し
て
､
こ
の
出
版
状
況
の
劣
悪
さ

こ
そ
が
､
誤
植
の
多
さ
に
も
反
映
し
て
い
る
の
で

あ
-
､
気
賀
揮
氏
が
訂
正
の
上
で
復
刻
し
た
所
以

で
あ
ろ
う
｡

以
上
､
『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
と
そ
の
著

者
郭
玉
堂
に
つ
い
て
'
紹
介
し
て
き
た
が
､
そ
の

多
-
は
気
賀
揮
氏
の
論
考

｢郭
玉
堂
と

『洛
陽
出

土
石
刻
時
地
記
』
｣
に
依
接
し
た
の
で
あ
-
､
屋

下
屋
を
重
ね
る
愚
を
犯
し
た
鮎
も
多
々
あ
る
と
思

う
｡
気
賀
揮
氏
の
論
考
を
お
謹
み
い
た
だ
き
た
い
｡

二

〇
〇
二
年
十
二
月

東
京

発
行
所

明
治
大
学
文

学
部
東
洋
史
研
究
室

(明
治
大
学
東
洋
史
資
料
叢
刊
二
)

馨
要
所

汲
古
書
院

B
五
版

‥11
十
二
一二
頁
+
地
囲
一
葉

二
五
〇
〇
囲
+
税

秋
雲
志
等
著

『西
方
民
主
在
近
代
中
囲
』

371

曾

田

三

郎

▲

近
代
中
園
の
通
史
を
､
た
だ
の
事
件
史
で
は
な

-
､
何
ら
か
の
基
調
を
も

っ
た
も
の
と
し
て
記
す

こ
と
は
､
｢革
命
史
｣
が
そ
れ
ほ
ど
魅
力
的
で
な

-
な
っ
た
現
在
に
お
い
て
は
､
容
易
で
は
な
い
｡

書
名
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
よ
う
に
､
本
書
は
近

代
中
国
に
お
け
る
欧
米
民
主
主
義
の
展
開
を
基
調

と
し
､
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
国
民
薫
に
よ
る
統
治
の

終
駕
ま
で
を
叙
述
し
て
い
る
｡
著
者
た
ち
は
､
欧

米
民
主
主
義
が
近
代
中
園
に
お
い
て
定
着
し
た
と

は
､
も
ち
ろ
ん
考
え
て
い
な
い
｡
失
敗

へ
の
科
学

的
な
総
括
は
成
功
し
た
経
験
と
同
様
に
貴
重
で
あ

る
と
､
著
者
の

一
人
で
あ
る
秋
雲
志
は
述
べ
て
い

る
が
'
歴
史
は
勝
者
の
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い

う
意
味
に
お
い
て
､
ま
た
歴
史
の
各
局
面
に
は
選

樺
の
可
能
性
が
常
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
､
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
｡

本
書
は
六
人
の
学
者
が
分
接
し
て
執
筆
し
､
そ

の
う
ち
の

一
人
で
あ
る
秋
雲
志
が
全
腰
の
調
整
と

修
正
を
行

っ
て
い
る
｡
秋
雲
志
は
中
囲
融
合
科
学

院
近
代
史
研
究
所
の
著
名
な
学
者
で
あ
-
､
活
末

の
諮
議
局
や
胡
適
の
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
｡
そ

れ
以
外
の
執
筆
者
は
'
同
じ
-
近
代
史
研
究
所
研

究
員
で
聞

一
多
研
究
の
聞
黍
明
､
梁
淑
浜
研
究
の

鄭
大
華
ら
で
あ
-
､
い
ず
れ
も
中
国
近
代
思
想
史

研
究
の
専
門
家
で
あ
る
｡
本
書
が
近
代
中
国
に
お

け
る
欧
米
民
主
主
義
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て

着
目
し
て
い
る
の
は
､
民
主
主
義
の
認
識
と
賓
践
､

言
い
方
を
襲
え
る
と
民
主
主
義
の
思
想
と
制
度
化

で
あ
る
が
､
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
前
者
に
関
す
る

記
述
が
多
い
の
は
､
六
人
の
執
筆
者
の
こ
う
し
た

研
究
経
歴
が
影
響
し
て
い
る
た
め
な
の
か
も
し
れ

な
い
｡
中
国
近
代
史
研
究
に
お
い
て
､
欧
米
民
主
主
義

の
思
想
と
制
度
化
を
系
統
的
に
叙
述
し
た
著
作
が

こ
れ
ま
で
に
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
､
秋

雲
志
は
関
連
す
る
研
究
業
績
に
三
つ
の
分
野
に
お

い
て
言
及
し
て
い
る
｡

一
つ
は
中
国
憲
法
史
研
究
､

も
う

一
つ
は
民
主
主
義
思
想
の
受
容

･
停
播
と
そ

れ
に
影
響
を
受
け
た
民
主
主
義
運
動
史
に
関
す
る

研
究
､
最
後
に
､
政
治
制
度
史
の
研
究
で
あ
る
｡

こ
の
三
つ
の
分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
憶
的
な
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